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１．研 究 目 的 

医療的ケアが必要な子どもが増えてきている中、2021 年 6 月に「医療的ケア児及びその

家族に対する支援に関する法律」が成立し、急速な制度的展開を見せている。医療的ケア

児が日常生活を送る上で必要な支援は、地域において医療、保健、福祉、教育等の分野横

断型の連携体制を構築することが要となるが、体制構築に関して明らかにされたものは少

ない。国の政策では、地方自治体に新規事業を周知するための手法として、先駆的地域を

紹介し、参考にするよう伝えられる傾向がある。しかし現状では、後続自治体は、先駆的

自治体のどこを参考にすれば良いか苦労している。そのため、地域協働型システム構築要

因とそのプロセスを究明することが必要である。さらに、地域では分野横断型システムを

目指す地域包括ケアシステムも構築されつつあるが、医療的ケア児支援においてどのよう

に関与されているかは明らかにされていない。そこで、本研究は、医療的ケア児支援体制

を地域で構築する上で、必要とされるマクロ・メゾレベルのソーシャルワーク機能を明ら

かにし、地域福祉政策のあり方を分析していくことを目的とする。

２．研究の視点および方法 

長野県の医療的ケア児等コーディネーター10名へのインタビュー調査を M-GTA分析した

結果（田中 	 2024）と、医療的ケア児等支援スーパーバイザーへのインタビュー調査（田

中 	 2025）を、マクロ・メゾレベルのソーシャルワークのあり方についてマクロ・メゾソ

ーシャルワークの理論から新たに分析する。また、地域生活課題に対して、地域において

包括的な支援体制整備構築を求められているが、医療的ケア児支援体制整備と、社会福祉

法改正に根拠を置く包括的な支援体制整備の関係性や現状を明らかにし、地域福祉政策立

案のあり方を分析していく。

３．倫理的配慮 

 白梅学園大学・白梅学園短期大学「人を対象とする研究に関する研究倫理委員会」の承

認を得て調査を実施した（承認番号：202116）。すべての調査協力者には、「研究協力依頼

書」、「同意書」、「同意撤回書」を渡し、文書および口頭で依頼書を元に説明し、同意書へ

の署名をもらうことで研究協力の同意を得た。なお、演題発表に関連し、開示するべき COI

関係にある企業等はない。 

特定課題セッション II：包括的な支援体制の整備の推進とソーシャルワークにおける実践評価
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４．研 究 結 果 

 医療的ケア児等コーディネーターは、ミクロ・メゾ・マクロレベルのソーシャルワーク

機能を同時に遂行し、抽出された概念同士は循環していることが明らかになった。特に、

マクロレベルのソーシャルワークは、資源開拓機能に時間と労力がかかっていた。メゾレ

ベルでは、つながり構築機能として、「日常的な顔の見える関係づくりの構築」、「関係者全

体で同じビジョンを持った支援を目指す」など７つの項目が創出された。同時に連携の難

しさも発生しやすく、コーディネーターのストレスにつながっていた。しかし、抽出され

た概念はすべて循環しており、マクロソーシャルワークとメゾソーシャルワークの領域の

重複や、両者の切り分けの難しさが、本事例においても確認された。 

また、医療的ケア児支援体制は、地域において多分野協働による包括的な支援体制が必須

で、包括的な支援体制整備が求められているが、地域共生社会の実現に関する制度の利用

や関係性は、２種類のインタビュー調査分析から全く抽出されなかった。 

 

５．考 察 

医療的ケア児支援で構築されている連携体制は、integrated care と community-based 

care（筒井 2019）の分断が見られた。市民が主体性を持って、地域活動に参加していくこ

とと、医療的ケア児が生活していくために関係者同士で構築されている協働に乖離がある。

Integrated care と community-based care の関係性に関する研究を深めていく必要性と、

政策立案において、地域福祉政策とその他の福祉政策の協働をいかに実現させていくかが

求められている。 

 

＊本研究は、JSPS 科研費（課題番号：21K13551）「医療的ケア児政策の複合的政策デザ

イン研究―地域協働型システムの構造分析から＜2020-2024>（研究代表者：田中真衣）の

助成で研究した成果の一部である。 
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